
学習トレーニング/先生

生徒の取り組み状況を確認する
2024年６月に、新たに複数の課題を横断して取り組み状況を確認できるようになりました。

学習トレーニング全体で、どのように生徒の取り組み状況を確認・活用できるかをご紹介します。

① 課題を見る ： 作成した課題ごとに取り組み状況を確認したい ＃課題軸

② 課題学習取り組み状況 ： 複数の課題の取り組み状況をまとめて把握したい ＃生徒軸（クラス単位）

③ 自主学習取り組み状況 ： 自主学習への取り組み状況を確認したい ＃生徒軸（クラス単位）

① 課題を見る ： 作成した課題ごとに取り組み状況を確認したい ＃課題軸

● 課題タイトル・教科・実施状況・作成者・表示対象期間で絞り込んで、作成済み課題を確認できます

● 表示された課題は、作成日時・開始日時・締切日時で並び替えることができます

● 課題タイトルを押すと、課題の詳細画面に遷移します

他の先生が作成した課題も

確認可能

カレンダーからの選択も、キ

ーボード入力も可能

課題一覧画面で取り組み状況をざっくり把握

作成時に課題タイトルにキーワードを入れておくと、

特定の課題のみ、絞り込んで確認することができます。

例えば…

夏休み課題として複数課題を配信した場合、タイトルで

絞り込んだ上で開始日時で並び替えることで、作成課題

の開始日順の一覧・完了率を確認することも可能です。

「他の生徒はこのくらい課題にすでに取り組んでいるよ」と、

生徒に見せたい時には、画面をキャプチャし校内グループで共有！

学習トレーニングTOPの左側のメニューバーから選択！ 長期休暇課題として複数のテス

トを配信した際や、朝学習用な

ど日々の課題として頻度高く配

信した場合におすすめ！



課題詳細画面

● 生徒の課題の取り組み状況（未着手・テスト解答済・おすすめ演習完了済）や完了状況（完了・未完了）、

テストの正答率やおすすめ演習の取り組み数を画面上で確認することが可能です

● 完了状況で絞り込んだ上で、CSVダウンロードをすることができます

必要に応じ、完了・未完了で

の絞り込みが可能

リンク先に飛ぶと、生徒の解

答内容を確認できる

テストのみ完了か、指定した回数おす

すめ演習に取り組んだかも確認可能

CSVダウンロードすると、おすすめ演習の正解数も確認可能

Aさんは、指定回数以上におすすめ演習に取り組んで

いる。自主的な努力をしっかり褒めよう！

Bさんは、おすすめ演習に取り組んではいるが、不正

解ばかりで定着していない様子。学習への向き合い

方が心配なので声をかけておこう



② 課題学習取り組み状況 ： 複数の課題の完了状況をまとめて把握したい ＃生徒軸

● クラスごとに課題の取り組み状況（完了・未完了・配信なし）を画面上で確認することができます

● 教科や締切日時で絞り込んで検索していただくことも可能です

● 自分が配信した課題だけでなく、他の先生が配信した課題への取り組み状況も確認可能です

クラス内の一部の生徒に配信した場合、

課題が配信されていない生徒について

は「配信なし」と表示

［拡大して表示］を押すと、一覧表示の部分が拡大され、確認しやすくなります

しっかり取り組んでほしい課題だが、未完了

が続いてしまっている生徒がいる。気になる

ので個別に声をかけておこう

課題タイトルを押すと、課題詳細画面に遷移し、取り組み状況の詳細を確認できます

［課題を見る］から取り組み状況を確認

した場合と同じ画面が表示されます！



③ 自主学習取り組み状況 ： 自主学習への取り組み状況を確認したい ＃生徒軸

● クラスと集計期間を指定して、自主学習への取り組み状況を確認することができます。

● 画面上で生徒ごとの取り組み回数を確認できるほか、CSVダウンロードしていただくと、生徒が現

時点で設定している「目標GTZ」や、「期間内での取り組み問題数・正解問題数」も確認可能です。

クラスを指定 集計期間を指定

CSVダウンロードすると、目標GTZや取り組み問題数・正解数も確認可能

ダウンロード時点の情報 集計期間として指定した期間内の取り組み状況

例えば、以下のように取り組んだ場合には

-取り組み回数：５回
-取り組み問題数：３問
-正解問題数：２問
と表示されます！

１回目 ２回目
問題A 〇
問題B × 〇
問題C × ×

期間限定で取り組

み状況のランキン

グを出して、生徒の

モチベーションアッ

プにつなげよう！
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